
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 事業計画及び地域概況関連 
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第 1章 事業計画及び地域概況関連 

1.1 土壌汚染関連 

1.1.1 土壌汚染調査結果 

防衛省南関東防衛局が実施した、計画地における土壌汚染調査の流れを下記のフロー図に示

します。調査は土壌汚染対策法施行規則第三条～第十五条に則った手順で行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料等調査 

資料やデータの収集・分析により、汚染の蓋然性を調査するとともに、汚染の

おそれの度合いにより対象地区を３つの区域に分類する 

詳細調査 

汚染の可能性がある区画について汚染の有無を調査するとともに、 

汚染の判明した区画についてボーリング調査等により、汚染の範囲を特定する 

・深度方向土壌調査（汚染底面の特定・地下水調査・自然由来調査） 

・汚染土壌の特定（平面方向、深度方向）【図 1.4（p.1-1-11～p.1-1-13）】

・地下水調査（既存井戸のモニタリング含む）【図 1.5（p.1-1-14)】 

概況調査 

①②の区画から採取した土壌ガスの検出及

び表層土壌の分析をして汚染の区画を絞り

込む【図 1.3(1)～(2)（p.1-1-8)】 

①汚染のおそれのある土地 

貯油タンク等既存施設が 

あり、有害物質の使用が 

明確である土地 

【図 1.2（p.1-1-7)】 

②汚染のおそれの少ない土地 

市民による利用が見込まれ、土

壌汚染の可能性が考えられる

土地 

【図 1.1（p.1-1-7)】 

③汚染のおそれの無い土地 

土地利用履歴より特定有害

物質等の使用が無いと考え

られる土地 

調査終了 

調査終了 

調査終了 

YES 

NO 

図 1.1 調査フロー図 

汚染の恐れがある
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出典：「旧小柴（19）貯油施設土壌汚染調査報告書」（防衛省南関東防衛局、平成 21年 6月） 

図 1.1  資料等調査結果（汚染のおそれの少ない土地） 

 

 

出典：「旧小柴（19）貯油施設土壌汚染調査報告書」（防衛省南関東防衛局、平成 21年 6月） 

図 1.2 資料等調査結果（汚染のおそれのある土地） 
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出典：「旧小柴（19）貯油施設土壌汚染調査報告書」（防衛省南関東防衛局、平成 21年 3月） 

図 1.3(1) 概況調査結果（土壌ガス調査：第一種特定有害物質） 

 

 

出典：「旧小柴（19）貯油施設土壌汚染調査報告書」（防衛省南関東防衛局、平成 21年 3月） 

図 1.3(2) 概況調査結果（表層土壌調査：第二種特定有害物質） 
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出典：「旧小柴（21）貯油施設土壌汚染調査報告書」（防衛省南関東防衛局、平成 22年 3月） 
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出典：「旧小柴（21）貯油施設土壌汚染調査報告書」（防衛省南関東防衛局、平成 22年 3月） 
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出典：「旧小柴（21）貯油施設土壌汚染調査報告書」（防衛省南関東防衛局、平成 22年 3月） 

図 1.4（1） 土壌汚染調査結果（汚染土壌範囲） 
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出典：「旧小柴（21）貯油施設土壌汚染調査報告書」（防衛省南関東防衛局、平成 22年 3月） 

図 1.4（2） 土壌汚染調査結果（汚染土壌範囲）  
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出典：「旧小柴（21）貯油施設土壌汚染調査報告書」（防衛省南関東防衛局、平成 22年 3月） 

図 1.4（3） 土壌汚染調査結果（汚染土壌範囲） 
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出典：「旧小柴（21）貯油施設土壌汚染調査報告書」（防衛省南関東防衛局、平成 22年 3月） 

図 1.5 土壌汚染調査結果（地下水） 
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1.1.2 土壌汚染調査の最終結果について 

 
出典：「旧小柴貯油施設における土壌汚染調査の最終結果について」 

（横浜市都市経営局基地対策課、平成 22 年 6月） 
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出典：「旧小柴貯油施設における土壌汚染調査の最終結果について」 

（横浜市都市経営局基地対策課、平成 22 年 6月） 
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出典：「旧小柴貯油施設における土壌汚染調査の最終結果について」 

（横浜市都市経営局基地対策課、平成 22 年 6月） 
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1.1.3 形質変更時要届出区域 

 土壌汚染対策法に基づく調査の結果、法に定める指定基準に適合せず、土壌の汚染があると認められ

た土地については、都道府県知事（政令市長）が汚染された土地として下記の区域を指定し、公示しま

す。 

計画地においては、調査を行った結果、計画地内の一部に土壌の汚染があると認められため、平成 27

年 3 月に形質変更時要届出区域に指定されています。指定の詳細な状況として、該当地域の形質変更時

要届出区域台帳の内容を示します。 

 

要措置区域 土壌汚染の人への摂取経路があり、健康被害が生ずる恐れがあるため、

汚染の除去等の措置が必要な区域 

形質変更時要届出区域 土壌汚染の人への摂取経路がなく、健康被害が生ずる恐れがないため、

汚染の除去等の措置が不要な区域 
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1.1.4 汚染土壌処理における飛散防止について 

処理に伴い汚染土壌を掘削・運搬する際には、特定有害物質等の飛散等及び地下への浸透を防止する

ために、汚染土壌を耐久性を有する浸透防止シート等で覆うことや、密閉性を有し損傷しにくいドラム

缶やフレキシブルコンテナ等の容器に入れて運搬する等の措置を講じる必要があります。 

揮発性物質である第一種特定有害物質に関した、運搬過程における飛散等の防止措置の例は、表 1-1-1

に示すとおりです。 

 

 

表 1-1-1 運搬過程における飛散等の防止措置の例（第一種特定有害物質） 

項目 措置の内容 

 

 

 

 

 

【参考図】 

フレキシブルコンテ

ナの一例 

 

運搬時における 

適切な運搬容器等 
フレキシブルコンテナ（内袋有） 

積替時の 

飛散等防止措置 

下記のいずれかの容器に入れた汚染土壌を積み替えること 

①フレキシブルコンテナ（内袋有） 

②コンテナ 

③ドラム缶 

④上記①～③と同等以上のもの 

①で積み替え時に仮置きをする場合は、浸透防止シートで 

覆う又は、屋根構造＋囲いのある設備内に置くこと 

保管施設の 

飛散等防止措置 

下記のいずれかの容器に入れた汚染土壌を保管すること 

① フレキシブルコンテナ(内袋有)＋浸透防止シート 

② フレキシブルコンテナ(内袋有)＋屋根構造＋囲い 

③ コンテナ 

④ ドラム缶 

⑤ 上記①～④と同等以上のもの 

出典：「汚染土壌の運搬に関するガイドライン(改訂第 2.1 版)」（平成 28 年 6月、環境省 水・大気環境局 土壌環境課） 

参考図…「除去土壌の保管に係るガイドライン（第 2版）」（平成 25 年 5月、環境省） 
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1.1.5 タンク内の残留水の汚染状況の調査結果 

タンク内の残留水の汚染状況に関する調査結果は表 1-1-2(1)～(5)に示すとおりです。 

 

表 1-1-2（1） タンク内残留水汚染調査結果 

単位：mg/L 

測定項目 
タンク No. 

排出基準 環境基準 
No.5 No.10 No.11 No.12 

ノルマルヘキサン抽出物質(油分) 3 未満 3未満 3未満 3未満 5 - 

カドミウム及びその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.03 0.003 

シアン化合物 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 1 検出されない

有機リン化合物 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 1 - 

鉛及びその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

六価クロム化合物 0.05 未満 0.05 未満 0.05 未満 0.10 0.5 0.05 

ひ素及びその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

全水銀 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.005 0.0005 

PCB 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.003 検出されない

トリクロロエチレン 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満 0.3 0.03 

テトラクロロエチレン 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

ジクロロメタン 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.2 0.02 

四塩化炭素 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 002 0.002 

1,2-ジクロロエタン 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.04 0.004 

1,1-ジクロロエチレン 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.2 0.1 

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 未満 0.04 未満 0.04 未満 0.04 未満 0.4 0.04 

1,1,1-トリクロロエタン 0.3 未満 0.3 未満 0.3 未満 0.3 未満 3 1 

1,1,2-トリクロロエタン 0.006 未満 0.006 未満 0.006 未満 0.006 未満 0.06 0.006 

1,3-ジクロロプロペン 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.02 0.002 

チウラム 0.006 未満 0.006 未満 0.006 未満 0.006 未満 0.06 0.006 

シマジン 0.003 未満 0.003 未満 0.003 未満 0.003 未満 0.03 0.003 

チオベンカルブ 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.2 0.02 

ベンゼン 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

セレン及びその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

ほう素及びその化合物 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 
10 

(海域以外) 
1 

ふっ素及びその化合物 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 
8 

(海域以外) 
0.8 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 0.22 0.28 0.47 2.0 - 10 

アンモニア性窒素 0.4 未満 0.4 未満 0.4 未満 0.4 未満 - - 

アンモニア、アンモニア化合物 

亜硝酸化合物及び硝酸性化合物 
0.4 未満 0.4 未満 0.5 2.0 100＊1 - 

1,4-ジオキサン 0.05 未満 0.05 未満 0.05 未満 0.05 未満 0.5 0.05 

＊1アンモニア性窒素に 0.4を乗じたもの、亜硝酸化合物及び硝酸性化合物の合計量。 

出典：「（仮称）小柴貯油施設跡地公園タンク調査業務委託報告書」（平成 27年 3月、横浜市環境創造局公園緑地整備課） 
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表 1-1-2（2） タンク内残留水汚染調査結果 

単位：mg/L 

測定項目 
タンク No. 

排出基準 環境基準 
No.13 No.14 No.15 No.19 

ノルマルヘキサン抽出物質(油分) 3 未満 3未満 3未満 3未満 5 - 

カドミウム及びその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.03 0.003 

シアン化合物 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 1 検出されない

有機リン化合物 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 1 - 

鉛及びその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.08 0.1 0.01 

六価クロム化合物 0.05 未満 0.06 0.05 未満 0.05 未満 0.5 0.05 

ひ素及びその化合物 0.01 未満 0.01 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

全水銀 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.005 0.0005 

PCB 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.003 検出されない

トリクロロエチレン 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満 0.3 0.03 

テトラクロロエチレン 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

ジクロロメタン 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.2 0.02 

四塩化炭素 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 002 0.002 

1,2-ジクロロエタン 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.04 0.004 

1,1-ジクロロエチレン 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.2 0.1 

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 未満 0.04 未満 0.04 未満 0.04 未満 0.4 0.04 

1,1,1-トリクロロエタン 0.3 未満 0.3 未満 0.3 未満 0.3 未満 3 1 

1,1,2-トリクロロエタン 0.006 未満 0.006 未満 0.006 未満 0.006 未満 0.06 0.006 

1,3-ジクロロプロペン 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.02 0.002 

チウラム 0.006 未満 0.006 未満 0.006 未満 0.006 未満 0.06 0.006 

シマジン 0.003 未満 0.003 未満 0.003 未満 0.003 未満 0.03 0.003 

チオベンカルブ 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.2 0.02 

ベンゼン 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

セレン及びその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

ほう素及びその化合物 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 
10 

(海域以外) 
1 

ふっ素及びその化合物 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 
8 

(海域以外) 
0.8 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 0.10 0.59 1.7 27 - 10 

アンモニア性窒素 0.4 未満 0.4 未満 0.4 未満 0.4 未満 - - 

アンモニア、アンモニア化合物 

亜硝酸化合物及び硝酸性化合物 
0.4 未満 0.6 1.7 27 100＊1 - 

1,4-ジオキサン 0.05 未満 0.05 未満 0.05 未満 0.05 未満 0.5 0.05 

＊1アンモニア性窒素に 0.4を乗じたもの、亜硝酸化合物及び硝酸性化合物の合計量。 

出典：「（仮称）小柴貯油施設跡地公園タンク調査業務委託報告書」（平成 27年 3月、横浜市環境創造局公園緑地整備課） 
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表 1-1-2（3） タンク内残留水汚染調査結果 

単位：mg/L 

測定項目 
タンク No. 

排出基準 環境基準 
No.21 No.23 No.31-1 No.31-2 

ノルマルヘキサン抽出物質(油分) 3 未満 3未満 3未満 3未満 5 - 

カドミウム及びその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.03 0.003 

シアン化合物 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 1 検出されない

有機リン化合物 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 1 - 

鉛及びその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

六価クロム化合物 0.05 未満 0.05 未満 0.05 未満 0.05 未満 0.5 0.05 

ひ素及びその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

全水銀 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.005 0.0005 

PCB 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.003 検出されない

トリクロロエチレン 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満 0.3 0.03 

テトラクロロエチレン 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

ジクロロメタン 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.2 0.02 

四塩化炭素 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 002 0.002 

1,2-ジクロロエタン 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.04 0.004 

1,1-ジクロロエチレン 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.2 0.1 

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 未満 0.04 未満 0.04 未満 0.04 未満 0.4 0.04 

1,1,1-トリクロロエタン 0.3 未満 0.3 未満 0.3 未満 0.3 未満 3 1 

1,1,2-トリクロロエタン 0.006 未満 0.006 未満 0.006 未満 0.006 未満 0.06 0.006 

1,3-ジクロロプロペン 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.02 0.002 

チウラム 0.006 未満 0.006 未満 0.006 未満 0.006 未満 0.06 0.006 

シマジン 0.003 未満 0.003 未満 0.003 未満 0.003 未満 0.03 0.003 

チオベンカルブ 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.2 0.02 

ベンゼン 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

セレン及びその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

ほう素及びその化合物 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 
10 

(海域以外) 
1 

ふっ素及びその化合物 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 
8 

(海域以外) 
0.8 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 3.6 0.05 未満 0.19 1.1 - 10 

アンモニア性窒素 0.4 未満 0.4 未満 0.4 未満 0.4 未満 - - 

アンモニア、アンモニア化合物 

亜硝酸化合物及び硝酸性化合物 
3.6 0.4 未満 0.4 未満 1.1 100＊1 - 

1,4-ジオキサン 0.05 未満 0.05 未満 0.05 未満 0.05 未満 0.5 0.05 

＊1アンモニア性窒素に 0.4を乗じたもの、亜硝酸化合物及び硝酸性化合物の合計量。 

出典：「（仮称）小柴貯油施設跡地公園タンク調査業務委託報告書」（平成 27年 3月、横浜市環境創造局公園緑地整備課） 
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表 1-1-2（4） タンク内残留水汚染調査結果 

単位：mg/L 

測定項目 
タンク No. 

排出基準 環境基準 
No.20 No.24 

ノルマルヘキサン抽出物質(油分) 3 未満 3未満 5 - 

カドミウム及びその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.03 0.003 

シアン化合物 0.1 未満 0.1 未満 1 検出されない

有機リン化合物 0.02 未満 0.02 未満 1 - 

鉛及びその化合物 0.22 0.01 未満 0.1 0.01 

六価クロム化合物 0.05 未満 0.05 未満 0.5 0.05 

ひ素及びその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

全水銀 0.0005 未満 0.0005 未満 0.005 0.0005 

PCB 0.0003 未満 0.0003 未満 0.003 検出されない

トリクロロエチレン 0.03 未満 0.03 未満 0.3 0.03 

テトラクロロエチレン 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

ジクロロメタン 0.02 未満 0.02 未満 0.2 0.02 

四塩化炭素 0.002 未満 0.002 未満 002 0.002 

1,2-ジクロロエタン 0.004 未満 0.004 未満 0.04 0.004 

1,1-ジクロロエチレン 0.1 未満 0.1 未満 0.2 0.1 

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 未満 0.04 未満 0.4 0.04 

1,1,1-トリクロロエタン 0.3 未満 0.3 未満 3 1 

1,1,2-トリクロロエタン 0.006 未満 0.006 未満 0.06 0.006 

1,3-ジクロロプロペン 0.002 未満 0.002 未満 0.02 0.002 

チウラム 0.006 未満 0.006 未満 0.06 0.006 

シマジン 0.003 未満 0.003 未満 0.03 0.003 

チオベンカルブ 0.02 未満 0.02 未満 0.2 0.02 

ベンゼン 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

セレン及びその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

ほう素及びその化合物 0.5 未満 0.5 未満 
10 

(海域以外) 
1 

ふっ素及びその化合物 0.5 未満 0.5 未満 
8 

(海域以外) 
0.8 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 2.6 0.05 未満 - 10 

アンモニア性窒素 0.4 未満 0.4 未満 - - 

アンモニア、アンモニア化合物 

亜硝酸化合物及び硝酸性化合物 
2.6 0.4 未満 100＊1 - 

1,4-ジオキサン 0.05 未満 0.05 未満 0.5 0.05 

＊1アンモニア性窒素に 0.4を乗じたもの、亜硝酸化合物及び硝酸性化合物の合計量。 

出典：「（仮称）小柴貯油施設跡地公園タンク予備調査業務委託報告書」 

（平成 26年 12月、横浜市環境創造局公園緑地整備課） 
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表 1-1-2（5） タンク内残留水汚染調査結果 

単位：mg/L 

測定項目 
タンク No.6 

排出基準 環境基準 
上層 中層 下層 

ノルマルヘキサン抽出物質(油分) 3 未満 3未満 3未満 5 - 

カドミウム及びその化合物 0.003 未満 0.003 未満 0.003 未満 0.03 0.003 

シアン化合物 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 1 検出されない

有機リン化合物 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 1 - 

鉛及びその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.01 0.1 0.01 

六価クロム化合物 0.05 未満 0.05 未満 0.05 未満 0.5 0.05 

ひ素及びその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

全水銀 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.005 0.0005 

PCB 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.003 検出されない

トリクロロエチレン 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.3 0.03 

テトラクロロエチレン 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

ジクロロメタン 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.2 0.02 

四塩化炭素 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 002 0.002 

1,2-ジクロロエタン 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.04 0.004 

1,1-ジクロロエチレン 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.2 0.1 

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 未満 0.04 未満 0.04 未満 0.4 0.04 

1,1,1-トリクロロエタン 0.3 未満 0.3 未満 0.3 未満 3 1 

1,1,2-トリクロロエタン 0.006 未満 0.006 未満 0.006 未満 0.06 0.006 

1,3-ジクロロプロペン 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.02 0.002 

チウラム 0.006 未満 0.006 未満 0.006 未満 0.06 0.006 

シマジン 0.003 未満 0.003 未満 0.003 未満 0.03 0.003 

チオベンカルブ 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.2 0.02 

ベンゼン 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

セレン及びその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.1 0.01 

ほう素及びその化合物 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 
10 

(海域以外) 
1 

ふっ素及びその化合物 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 
8 

(海域以外) 
0.8 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 0.06 0.05 未満 0.06 - 10 

アンモニア性窒素 0.4 未満 0.4 未満 0.4 未満 - - 

アンモニア、アンモニア化合物 

亜硝酸化合物及び硝酸性化合物 
0.4 未満 0.4 未満 0.4 未満 100＊1 - 

1,4-ジオキサン 0.05 未満 0.05 未満 0.05 未満 0.5 0.05 

＊1アンモニア性窒素に 0.4を乗じたもの、亜硝酸化合物及び硝酸性化合物の合計量。 

出典：「（仮称）小柴貯油施設跡地公園パイプライン等構造物調査業務委託報告書」 

（平成 27年 3月、横浜市環境創造局公園緑地整備課） 
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1.2 大型地下式タンクの構造概要 

現在、敷地内には地上式・地下式合わせて 34 基の貯油タンクが残されています。これらのう

ち、大型地下タンクの一部は安全性を確認した上で躯体を土留として利用した埋め戻しによっ

て上部利用を行います。タンクの構造等の概要について、調査した記録を示します。 

 

 

図 1.2 大型地下式貯油タンク全体構造図 
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